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申請の概要 

医療保健学部の学生は歯科医学の基本である口腔解剖学及び口腔組織・発生学を継続的に学修し、知識や技能を高めて

いく必要がある。そのためにはそれらが効果的に身につくような教育手段の実践が肝要である。 
学修成果物はノート、レポート、実習作品などを指すが、学修者は収集した成果物を基に学修プロセスにおいて継続的

に学修の成果や成長を引証付け、内省を行うことが可能になる。 
学修成果物が口腔解剖学及び口腔組織・発生学の学修に及ぼす教育効果について検討するために、医療保健学部の学生

を対象として学修成果物と成績との相関を解析する。 
本研究により学修成果物と口腔解剖学及び口腔組織・発生学の成績との相関が明らかになれば、当該学年の口腔解剖学

及び口腔組織・発生学における教育効果を確認することが可能になるとともに、自己評価を通して新たな学びを生ずるこ

とが可能になる効果的な方策といった、さらなる教育効果の向上に寄与する手段の発見が期待される。 


